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で は測線を設けて距離 d ＝ 1 〜 25m で 弾性波速度 を測定 した。その 結果 ，
　 d の 増加 と共 に弾性

波速度は減少し，こ れは d の 増加に伴 う割れ 目の増加 を示す．次に ，d の異 な る供試体の
一

軸

圧縮強度 （S．．）を測定した．そ の 結果，d （cm ）の 増加 と共 に S、（kgi／cm2 ）が 減少 し
， 両者の

関係 は次式 で表 わ され る ：

　 　Sv＝403．4d
−o・m

　こ の 式を用 い て
， 片持は りの モ デ ル に 当て は め た と こ ろ

，
d ＝ 2 〜 3m に相当する Scを用 い

れ ば，崖 に 関する安定 ・不安定 な領域を区分で きる こ とが わか っ た．

　　キーワ ード ：琉球石灰岩，寸法効果，片持 は りの モ デ ル ，割れ 目，弾性波速度

P5 ．丘 陵地谷頭部で の 土 層別流出にみ られる先行降雨の 影響

　　　　　　　　　 古田智弘 （東北大 ・院）・藤本将光 （京都大 ・院）・田村俊和 （立正大）

Tomohiri　 FURUTA ，　 Masamitsu　 FUJIMOTO 　 and 　 Toshikazu 　 TAMURA ： The 　 effect 　 of

antecedent 　precipitation　on 　pipeflow　runoff 　in　a　valley −head

　丘陵地谷頭部で の 地形発達を もた らす崩壊や侵食に ，
パ イプ流出が大 きく関与 して い る （た

とえば田村ほか，2002）．筆者 らは，降雨装置下 で の 実験 （古 田 ほ か，2002，2003）等に基づ

き，先行降雨 に よるパ イプ の 形成後 ， 無降雨の 期間を 1 週 間程度隔 ててか ら大きな降雨が発生

す る と，無降雨期間中の パ イプ閉塞等で 排水が十分に行われな い ため ，崩壊が発生 しやす くな

る との 仮説 を もっ て い る．それ を実証す る
一

環 とし て ，自然斜面 にお い て 先行降雨が流出に 与

える影響を調 べ る こ とも必要 と考え
， 半固結砂岩泥岩互層 か らなる

一
谷頭で ，降水量がほ ぼ 同

じで 先行降雨の 異なる 2 つ の 降雨イベ ン トに つ い て， 3 つ の層位に分けて 観測 した流出水の 総

量 と林 内降水量 との 比 （流出率）を比較 した．観測地 の 集水面 積は 1，410m2 で あ り，2002年 1

月
一12 月に 流出の 観測 さ れ た 日数は，314 ± 38 日で あ っ た．流出量の比較に は

， 降雨イベ ン ト

A （9 月 28 日 ， 林 内 雨 47．Omm ，　 API ； 0）お よ び 降 雨 イ ベ ン トB （7 月 14 日，林 内 雨

47．5mm ，　 API ＝ 39．8）を用 い た．そ の 結果，降雨 イ ベ ン トA の 流出率は 3．4 ％ に と どまっ た

が
， 降雨 イ ベ ン トB で は 流 出率が 36．0％ と著 しく高か っ た．こ の よ うに ， 流出率の 大小 は先行

降雨の 多少 と よ く対応 して い る．こ こ に は観測値 を示 さない が
， 同様の 傾向は t 壌層位別の 流

出率に つ い て も認め られる．

　　キ ー
ワ
ー

ド ：パ イプ流出，降雨
一
流出過程 ， 先行降雨 ， 土壌層位，谷頭部

P6 ．堆積岩山地小流域 における基底流量 と洪水流量の 空間分布

　　　　　　　　　　　　　　　　八 反地剛 （筑波大 ・院）・恩田裕
一 ・松倉公憲 （筑波大）

Tsuyoshi　HATTANJI
，
　Yuichi　 ONDA 　 and 　YUkinori　MATSUKURA ： Spatial　distribution　 of

base　flow　and 　storm 　flow　in　mountainous 　watersheds 　underlain 　by　sedimentary 　rocks

　足尾 山地東部の チ ャ
ー ト地域お よ び砂岩 ・頁岩地 域にお い て ，降雨流出過程 と地形の 関係 を

把握する ため，流量の 空間分布観測 を行 っ た，観測 地点は両流域 で そ れ ぞ れ約 30地点で あ り，

可能な限 り漏水の少 ない 地点 （岩盤河床な ど）で 流量 を計測 した．また両地域で ，それ ぞれ 7
つ の 1次谷 を対象 と して ，湧水位置 の 変 動 を記録 した．2002 年 1 月か ら 10 月 まで の 観測 期間

内に，基底流 （7 例）と洪水流 （2例） の デ ータ を得た．なお，洪水流量が 時間 と と もに減少

する こ と を考慮 して ，それぞれ の 地域内で の 測 定の 時間差 を 3．5 時間以 内と した．

　観測 の 結果，チ ャ
ー

ト地域で は先行降雨や 降雨イベ ン トの 規模 に応 じて ，湧水位置が変動 し

やす い 傾 向が あ っ た．洪水流の観測結果に よ る と，湧水流 量 は流 域 面積に 比例 して増加す る傾

向が 見られた．一
方，砂岩 ・頁岩地域で は

， 冬季を除 い て 湧水位置はほ とん ど変動 しな か っ た．
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洪水流の観測結果に よ る と，湧水流量 と流域面積の 相関関係 は不明瞭で あ っ た．また ，

一部の

事例 を除けば
， 湧水 と標高に相関関係が見 られ た．以 上 の結果か ら，チ ャ

ー
ト地域で は 地形的

集水性が ， 砂岩 ・頁岩地域で は 地下水集水性が
， 降雨流出過程や 河道発生機構に重要な役割を

果たす と考えられ る．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：湧水，空間分布，チ ャ
ー

ト，砂岩 ・頁岩

P7 ．傾斜放牧草地における浸透能の 分布

　　　　　　窪田太志 （立正大 ・学）・石田　武 （立正大 ・研）・山本　博 （畜産草地研究所）

Taishi　KUBOTA ，
　Takeshi　 ISHIDA 　and 　Hirosh孟YAMAMOTO ： Distribution　of　infiltration

capacity 　in　a　sloping 　pasture

　傾斜放牧草地 を適切 に維持管理 するため の 基礎デ
ータ と して ，土壌 の 物性，水分状態お よ び

生 育する草種の 分布特性 を把握 し，それ らと微地形 との 対応 を明 らか にす る こ とを 目的 とし

た．調査地は，浅間山南麓に位置する傾斜放牧草地 で
，
10m メ ッ シ ュ の 交点 （159地点〉に お

い て
， 測定 ・観察 を行 っ た．調査 地 の 微地形 を， 上部 ・

下部の 2 つ の 遷急線 と 1 つ の 遷 緩線に

よ っ て
， 頂部緩斜面 （Fs），上部谷壁斜面 （Us），下部谷壁斜面 （Ls），お よび谷底 に区分 した，

メ ッ シ ュ 交点 ご と に 整理す る と Fs，　 Us，　 Ls の 平均勾配 は
，
10．5

°
，
17．3

°
，22．0

°

で あ る．　 Ls

に は崩壊地が数箇所認め られ，それ らの 上端は下部遷 急線 と一致する ．積算浸入量 （D60 ＞は ，

Fs （平均 372．1mm ）で 大 き く，Us （275．6mm ），　 Ls （243．8mm ），
と斜面下方に 向か っ て小

さ くな る傾 向を示す．土壌水分 は
， 地形区 ご とに 大 きな差は な い が ，

Us で 最 も高く，
Fs で 最も

低 い 。貫入抵抗は，Fs，　 Us ，
　 Ls と も概ね深 さ 0 〜 20　cm で高 く， 深 さ 20 〜30　cm で 大 きく減

少 して お り，と くに Lsで 顕著で ある ．牧草種は，　 Fs で オ
ー

チ ャ
ー

ドグ ラス （OG ）・トール フ ェ

ス ク （TF ），　 Us でケ ン タ ッ キ
ー

ブ ル ー
グ ラス （KB ），

　 Ls で ホ ワ イ トク ロ ーバ ー
（WC ）の 占有

が多い ．牧草の 地 表占有率と浸透能 との 関係で は OG ＋ TF ，　 KB で は占有率の増加 に と もない

浸透能が大き くなるが，WC で は 占有率 の増加に伴 い 浸透能が低下する．

　　キ ーワー ド ：傾斜放牧草地 ，地形分類 ， 浸透能 ， 土壌水分，土壌貫入抵抗，牧草種

P8 ．山地 河川 における河床土砂堆積量に及ぼす最大流下幅 ， 流路屈曲角度の 影響

　　　　　　　　　　　　　　　　 土屋貞夫 （岐阜大 ・院）・宮崎敏孝 ・山寺喜成 （信州大）

Sadao　 TSUCHIYA
，
　 Toshitaka　 MIYAZAKI 　 and 　 Yoshinari　 YAMADERA ： Influence　 on

bankfUI　width 　and 　curve 　degree　in　sediment 　volume 　on 　mountaimus 　stream

　山地 河川 に お ける 土砂流 出現 象は，時空間的 に不連続 に流下する滞留現象 とい う特徴 を持

つ ．滞留現象は，河 川地形 に よ る 土砂掃流 力の 位置的変化が誘因に な っ て 引き起 こ され る．本

研 究で は，河川地形 として最大流下幅 と流路屈曲角度に着目 し ， 滞留現象の 結果生 じた 土 砂堆

積断面積の 位置 的変化 との 関係 を明 らか に した．長野 県南部 に 位置す る天 竜川支流 山室川

1700m 区間を対象 と し
， 河床の 縦横断測 量 と河岸段丘上 に成立 した天然性

一
斉同齢林か ら， 横

断測線上 の 最大流下幅 と土砂堆積深 を求め，土砂堆積断面積 を計算 した．そ の 結果 ， 最 大流下

幅 と土砂堆積断面積 に つ い て ，下流方向へ の 位置的変化は 同律の 波形で 増減 して い たが ， 最大

流下幅 に比 べ て 土砂堆積断面積は下 流方向へ 位相の ズ レ が認め られ た。また
， 最大流下幅の 下

流方向へ 縮小する 区間 に お い て 土砂堆積が卓越する傾向が認め られ たが，土砂堆積断面積 は最

大流下 幅 と強い 相関が 認め られ た．流路屈 曲角度に 関する検討 を行 っ た と こ ろ ， 屈 曲角度 の 大

小 に か か わ らず攻撃斜面側 の 河岸浸食が卓越 した地 点にお い て ，最大流下 幅が増加 し，土砂堆

積断面積 が増加 して い た．河床土砂堆積量は，土砂堆積断面積 に横断側線間 の 距離を乗 じ て 求
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